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研究集会名 ｜第7回ひので国際シンポジウム

開催期間 ｜ 平成年25月11日11日～平成25年11月16日

開催場所 ｜岐車県高山市千島町900-1飛騨・世界生活文化センター

参加人数 1242名

「ひので」国際シンポジウムは、 2006年に訂ち上げられた、日本の末陽観測衛
星「ひので」を用いた太陽物理学の研究集会であり、 衛星の開発および運用に携
わっている、日米欧の3地域で持ち回りとして毎年開催してきでいる。 「ひので」
の日本の直接の担当機関は宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究所および自然科

学研究機構・国立天文台であるが、今回は「ひので」の前科学主任となる申請
者、柴田一成の所属する京都大学がホストとなり開催した。
7回目となる今回の会議では、 「ひので」訂ち上げ後に稼働し始めた、 米国のSol
ar Dynamics Observatory(SOO), ・interface Region Imaging Spectrograp 

hORIS）の最新衛星ミッションの成果、進みつつある地上大型太陽望遠鏡計画Adv
anced Technology Solar T elescope(A TST）や、日本の次期太陽計画 Solar-
Cに関する話題ち取り込み、末陽物理学のほぼすべてのテーマに関する会議とし
て構成した。なお、 Solar-Clこ関係する発表は11日の会議初日に集中、さらに1

5日までの4日間を合計8つのセッションに分けた、シングルセッションの研究集
会として実施した。

研究集会の概要 ｜会期中には、圏内から100名、海外から142名 （16か国〉の参加があり、合計
で、 54件の口頭講演、 137件のポスター講演からなる、太陽物理学としては規模
の大きな会議となっ疋。15日午後には、ホストである京都大学飛騨天文台および
東京大学宇宙線研究所への見学ち実施した。さらに本会議終了後の16日には、高
山市とも協力して最先端の末陽物理学に関する講演会などをきむ市民向け行事を
も開催した。申請者および「ひので」の1世代前の「ょうこう」 衛星の米国担当者

を務めた、モンタナ州立大学のLorenActon教援による同時通訳講演、 402Uプ
ロジ工クトのMitakaを活用レた立体映像投影会などを通して、研究・会議の成果
の広報に努めた。



「ひので」の打ち上げ後、 2008年から2010年にかけての非常に静穏な状態が
続いたが、 2012年から2013年にかけて極大期の活動を迎えた。充実した観測
を背景に、発表内容は、太陽内部構造・周期活動現象から、外層大気の夕、イナミ

クス、宇由天気の太陽物理学の各課題を網羅したものとなった。講演内容は「ひ
ので」を用いたものにとどまらず、最新の装置や獄値シミュレーションの成果を
きめ、各セッションは、最前線についてのレビ、ユー講演に引き続き一般講演を配
置レ、活発かつ詳細な討議がなされた。
今回の会議では、 「ひので」打ち上げ前後に研究活動を始めた、国内外の若手研
究者の活躍が顕著であつだ。すなわち、観測データの詳細な解析にとどまらす、
理論モデル計算による観測の説明を試みる研究スタイルが訂ち立てられようとし

ているのは、太陽物理分野の大きな転換点といえるだろう。このような流れは、
大きく見れば、太陽内部のダイナモ現象、表面磁気対流、外層大気の加熱・夕、イ

ナミクスから、フレア、太陽風に至るほぼすべての課題で進められているのは、
研究分野の成熟を示すものとして注目すべきであろう。
また、今回の研究集会では、 「ひので」の次の世代の観測的研究の方向性を示す

研究集会の成果｜発表ち複数なされ、活発な討議が行われだことは大きな成果である。特に、 IRIS
衛星のファーストライト観測結果は、彩層夕、イナミクスを理解するためには、轄

射過程を含むMHD数値シミュレーションの併用が欠かせないことを印象伺けるも
のであり、上述した現在の太陽物理学研究の潮流とまさに合致するものであっ
た。
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このように、会議全体を通して、太陽物理学の最前線の到達点、残された課題を

余すところなく議論しかっ、将来への方向性を明確に示すことができた、非常に
成果の大きな研究集会であつだ。、
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